
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

基礎・基本
の徹底と,
授業改善

・基礎的,基本的な知識・技能
を習得する。
・授業力の向上と授業の改
善をめざした校内研究会を
実施する。

・国語の読解プリントを朝のチャレンジタイム
に週３回実施する。
・校内研修として,学年別に生活科・理科の
授業を公開する。講師の先生に指導助言を
受け,研究を深める。
・校内ミニ研修を実施し,授業力の向上に役
立てる。
・4.5.6年の算数で,新学習システムを実施す
る。
・算数では、授業の初めに各学年音読計算
を取り入れ、計算力の向上に役立てる。
・中、高学年を中心に,１週間程度夏休みに
学習会（ｻﾏｰｽｸｰﾙ）を行う。
・PTAの学力委員会と連携し,　放課後,児童
の学びの場や土曜学習を推進する。
・学力向上プランを作成する。

・年度末の読解力テストの正答率が８０％以上
になるようにする。
・年間を通じて,事前研究会,事後研究会をそれ
ぞれ６回実施する。
・授業研究会とは別に、年間３回校内ミニ研修
会を実施する。
・算数の尐人数指導を実施し,算数の学力を向
上させる。
・児童生徒アンケートにおいて、「授業はわかり
やすく楽しい」と回答した割合が90％以上にな
る。
 
・児童生徒アンケートにおいて,「先生は,教え方
にいろいろ工夫している」と回答した割合が
90％以上になる。
 
・水曜広場を月１回以上開催する。土曜学習を
月に1回以上開催する。

A

・成果として、年度末の読解力テストの正
答率がほぼ８０％以上に達した。読解力
向上のチャレンジタイムは、ＰＤＣＡサイク
ルで取り組んだ。
・年間を通じて,事前研究会を６回,事後研
究会を６回実施し、生活科・理科の市内
研究発表に向けて職員全体で研究を深
めていった。授業力の向上と授業改善に
成果が見られた。
・授業研究会とは、別に校内ミニ研修会
や自主研修会を実施した。各種研修会に
ついて職員の87％が授業に生かせてい
ると評価した。
・算数の尐人数指導を実施し、きめこま
やかな指導ができた結果、算数の学力を
向上させた。
・成果として、児童アンケート結果から「授
業はわかりやすい」と回答した割合が
91％で、目標を達成している。また「先生
は、教え方にいろいろ工夫している」と回
答した割合も、92％で、目標を達成してい
る。
・保護者も先生はわかりやすい授業に務
めていると98％が評価している。
・算数の音読計算は効果はあるが、実施
にはばらつきがある。

・引き続き、週３回朝のチャレンジタイ
ムに読解プリントや視写プリント実施
していくことで、各教科の基礎学力と
なる読解力を高める。
・校内ミニ研修会の実施については、
会議等の時間短縮や会議の精選等
で実施する時間を確保し回数を増や
していく。
・算数の尐人数指導の改善策として
は、引き続き具体物を使って、理解を
深め、問題の練習量を増やして、学
習理解の定着や抽象的な思考力の
向上を図る。また、３・４年の中学年
の算数の基礎的な内容を着実に理
解させることで、高学年につなげてい
く。
・本校の研究全般にわたって、学校
全体で協力しあう姿勢を維持し、研
究意識を高める。
・水曜広場や土曜学習の回数を増加
や内容の充実を図る。
・学力向上プランの具体化し、子ども
の実態に沿って学力向上を図る。
・算数の音読計算を全クラスで実施し
ていく。

・児童の実態に即した教育課程、研修
会、研究会が全職員共通理解して、実践
でき、大変充実している。
・児童が授業がわかりやすくて楽しいと
91％以上評価しているのは素晴らしい。
・親子活動等保護者参加の活動が多く、
保護者もたくさん参加しているのが素晴
らしい。保護者の信頼も厚くこのまま続け
て欲しい。
・水曜広場は定着してきた。土曜学習の
参加者も増えてきた。
・先生の研修内容など教えてほしいし、
もっと保護者にアピールしたほうがいい
のでは。さらに先生の授業力向上を望
む。

思考力,判
断力,表現
力の育成

・思考力,判断力,表現力を育
てる授業を展開する。
・読書活動を充実させ、語彙
力の向上を図る。

・業間休みや夏休み等も図書室を開放した
り,各学年・クラスの常備図書を増やしたりす
る等,図書環境を充実させる。
・理科で学ぶ問題解決的な学習を他教科に
も広げていく。　（自分の考えを持つための
問題解決学習のあり方）
・各教科で言語力を高めるために,記述・説
明する活動を充実させる。
・ノートや学習カードの活用。
・学力向上プランの作成。
・教育のユニバーサルデザイン化を図る。

・読書カードに読書した書名を記入させ,読書を
推進する。
・１ケ月の読書目標数を１１冊を達成する。
・実験前に予想・仮説を立てさせ,観察・実験の,
結果を整理し,考察する活動を大切にする。
（ノートや学習カードの活用）
・各教科で言語活動を学習活動に取り入れる。

B

・成果として、１ケ月の読書目標数１１冊
は達成できた。（図書の時間の２冊×４週
＋学級や家庭学習での読書数）校内で
取り組んでいる読書マラソンや読み聞か
せやボランティア等の活用によって、成果
が上がっていた。
・教科での体験活動を、多様な方法で表
現させることで、気づきの質を高めて表
現力が育つよう取り組んだ。
・理科では自分の考えを持つために、問
題解決学習を重視して取り組んできた結
果、進んで課題解決の方法を自分で考え
たり、意欲的に学んだりする姿が見られ
るようになってきた。
・観察・記録、整理・考察、説明、意思決
定等の言語活動を各教科に取り入れて
いくことができた。
・授業においてユニバーサルデザイン化
を進めた。

・図書の課題と改善策は、中学年から読
み応えのある本を読んでいる児童が増え
てきているため、児童の読書目標の成果
を単に冊数だけでは、はかれないので、
他の項目で成果をはかる工夫を協議検
討していく。
・思考力・判断力・表現力を育てるため
に、各教科の学習内容で、具体的な指導
計画をしっかりと立案して授業に臨む。
学習時間の中で、思考したり、表現したり
する時間の十分な確保を行う。
・学力向上プランを具体化していく。
・朝学習に読書タイムを取り入れていく。

・読書指導員や読書ボランティアの活躍
が素晴らしくて、ありがたい。図書館が充
実している。
・読書も毎月１１冊以上ですばらしいが、
有岡の子どもではもう尐し読書数を増や
して欲しい。
・最近、新聞を読む子どもが尐ない。学習
や読解力アップ、漢字学習等に新聞を
もっと活用して欲しい。・学習漫画は学習
のきっかけになる。さらに充実してほし
い。

学習意欲
の向上

・授業の展開を工夫し、学習
意欲を向上させる。

・家庭学習を充実させ、学習
意欲を向上させる。

・対話型の授業の実践(ペア・グループ・全体）
を行う。
・各教科で電子黒板や実物投影機等を活用し
て学習意欲を向上させ、学習内容の習熟度を
高める。

・低学年30分、中学年６０分、高学年９０分の家
庭学習の目標時間を達成する。
・ICTを月６０回以上活用する。
・予習復習の習慣をつける。

A

・成果として、ＩＣＴを月平均１００回以上活
用できた。
・アクティブラーンニングを授業に取り入
れることにより、子ども一人一人が実感を
持って理解を深め、学習意欲につながっ
ていった。
・保護者と連携し、家庭で、繰り返し反復
させたことで、教科の基礎的な内容の理
解が定着し、できる・わかるが次なる意欲
につながっている。
・家庭での学習時間は、子どもにより個
人差が大きく、改善が必要である。
・家庭での読書時間を確保する。

・授業の中での効果的なＩＣＴの活用
法を、職員間で研修することで、活用
へのさらなる意識を高める。さらに、
多くの職員が活用できるようにしてい
くための研修を行う。
・児童の家庭学習や読書に対し、そ
の都度評価し、賞賛することで、意欲
の持続化につなげる。
・アイパッド等機器の活用を行う。
・さらにアクティブラーンニングに取り
組んでいく。
・家庭学習プリント配信システムの利
用を図る。

・学習状況調査では、全国と比較して家
庭学習の時間が尐ない。家庭学習の時
間を増やす工夫をお願いする。
・与えられた宿題以外にも自主学習を入
れたり、学年に応じた予習・復習に取り組
ませるなど、子どもの意欲の向上も図っ
てほしい。
・例えば読書の時間とか、家以外の学習
時間も含めて考えてはどうか。
・読解力、応用力、大切なことを見分ける
力が大切である。さらに、書く力を意識し
つけていってほしい。英語も力を入れて
いってほしい。

学
力
の
向
上
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項目



不登校への
対応

・不登校児童数を減尐させ
る。
・命を大切にする児童を育て
る。

・欠席がちな児童には,家庭訪問を行うととも
に,保健室登校等児童の負担にならないよう
な登校を選択していく。
・毎月生徒指導研修会（いじめ等）を持つ。
・全ての教育で命の教育を推進する。
・毎月の職員会で各クラスの子どもについて
の報告を行い、共通理解を図る

・毎月1回スクールカウンセラーと全職員で生
徒指導研修会を持つ。
・不登校児童数が0人になる。

・児童生徒アンケートにおいて、「自分を大切に
することや、他の人への思いやりについて教え
てもらっている」と回答した割合が８５％以上に
なる。

B

・児童生徒アンケートにおいて、「自
分を大切にすることや、他の人への
思いやりについて教えてもらってい
る」と回答した割合が92％になり、目
標を上回った。
・問題行動報告会は、月1回スクール
カウンセラーを交えて、職員会議前に
行い、共通理解した。
・生活指導部会を毎月行った。

・引き続き、欠席がちな児童には、家
庭訪問や電話連絡等で保護者対応
を密にしたり、職員間で情報を共有
化したりして、複数の職員で対応して
いく学校ぐるみの組織的な協力体制
をさらに構築する。また、関係機関と
連携を行う。
・有岡小学校いじめ防止等のための
基本方針に基づいて、組織として取
り組んでいく。
・保護者がより学校への相談がしや
すくなるような体制作りに取り組む。

・不登校気味の児童の一人ひとりの理由
をはっきり確認し、さらに引き続き対応し
て欲しい。
・どの学年にも可能性が有るのでしっかり
と見て、早期対応を進めて欲しい。
・中学校と情報を共有することが大切で
ある。
・「いじめ防止対策推進法」を共通理解
し、本校の基本方針は、毎年内容を吟味
し、取り組んでほしい。・スクールソーシャ
ルワーカーやスクールカウンセラーともさ
らに連携して対応していってほしい。

体力の向上

・冬場の縄跳び運動や,外遊びを奨励したり
する。
・冒険教育やボール投げ、サーキットトレー
ニング、持久走を可能な範囲で体育の時間
に取り入れる。
・スポーツの楽しさを体感させる。
・放課後運動場を開放し　体力向上をめざ
す。
・スポーツ２１等地域の体育的行事に参加す
るよう呼びかける。
・昼の休み時間を5分間延ばし遊びを充実さ
せる。
・体力アッププランを作成する。
・各クラスにドッジボールやスポンジボール
を配布する。

・冒険教育を月２００回目標を達成する。
・スポーツテストの伊丹市の目標指数１０１をめ
ざす。
・年間を通じて,児童主催の委員会を中心に全
校ドッジボール大会等を入れる。
・体育の時間に5分間走を取り入れる。
・体力アッププランの実施

B

・冒険教育を体育の準備運動や体育のカ
リキュラムに組み入れ、月平均２００回以
上を達成。
・児童主催の委員会を中心に、しっぽ取
り大会やドッジビー大会、PK大会を行っ
たりして、スポーツの楽しさや体力の向上
につなげていった。
・業間休みや昼休みなど、各クラスに配
布されたボールを使ったり遊具を使った
りしてよく遊んでいた。
・体育のがんばりカードを活用した結果、
自ら休み時間にも運動する児童がみられ
た。
・運動場開放を第1、３、５土曜日に実施
した。
・スポーツテストでは、、反復横跳びと立
ち幅跳びの結果が向上した。
・体力アッププランを実施していく。

・冒険教育やサーキットトレーニン
グ、持久走等のさらなるプログラム開
発することで、児童にとって楽しく、魅
力あるものにし、目標を持って自ら進
んで体力を向上させようとする児童を
育てていく。
・児童主催の委員会で、楽しんで体を
動かす活動を組み込んでいく。
・体力向上についてのプロジェクト
チームを組み、体力向上プランを考
えるなど、学校全体で取り組む。

・本校児童の体力は、伊丹の中で、比較
的上位であり、よく頑張った。しかし年に
よって差があるのはどうか。
・指導員が見本を見せたり、コツを伝授し
たりすることは大変良かった。
・もっと走るなど基本を取り入れるとい
い。安全面には十分配慮しながら、自分
の限界に挑戦する面も大切である。
・ソフトボール投げや持久走が低い。低
学年から継続的にボール投げや５分間
走等を体育の授業にさらに取り入れて欲
しい。
・児童が思いきり遊べる場所が校区に必
要である。スポーツクラブ２１とさらに連携
を進めて楽しみながら体力アップに繋げ
ていってほしい。

開
か
れ
信
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れ
る
学
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学校情報の
積極的な発
信

・学校便り、ホームページ等
学校情報発信する。
・授業公開や参観日、オープ
ンスクール等を行う。

・学校だよりを月１回以上発行し　学校情報
を保護者に発信する。
・,学校ホームページを月1回以上更新し,学
校情報を発信する。
・学校評価を学校改善に活かす。
・有岡小学校区まちづくり協議会、すこやか
ネットに参加する。
・あいさつ、言葉づかい、服装、時間を守るこ
となどのマナーや生活のきまりを、地域や保
護者とともに取り組む。

・学校だよりを月1回以上発行する。
・自校のホームページを月1回以上更新する。

・保護者アンケートにおいて、「学校は、学習の
場として子どもが活動しやすい環境が整ってい
る」と回答した割合が9０％以上になる。
・保護者アンケートにおいて、「学校は保護者
の願いに応えている」と回答した保護者の割合
が9０％以上となる。
・PTAと連携し,水曜広場や土曜学習を月1回以
上開催する。

A

・学校便りを月1回以上発行した。
・保護者アンケートにおいて、「学校
は学習の場として子どもが活動しや
すい環境が整っている」と回答した割
合が100％になり、目標を上回った。
・保護者アンケートにおいて、「学校
は保護者の願いに応えている」と回
答した割合が９９％になり、目標を上
回った。
・ＰＴＡとの連携は、放課後学習を水
曜日に月１回行った。土曜学習も月１
回行った。
・自校のホームページは新システム
移行後は2日に1回更新できた。
・地域や保護者等の各機関の協力を
得て、様々な生活のきまり等に対し、
組織的な指導ができた。

・学校便りに詳しく月の行事を載せて
いく。
・自校のホームページを定期的に更
新するために、児童の活動の様子を
その都度記録し、保存しておく。
・教職員や地域の人等が共通認識の
もとに一貫した指導を行うことができ
るように協議検討していく。
・学校だよりに月の行事等をさらに詳
しく載せ、教育活動内容を詳しく保護
者に発信していく。
・学校評価を学校評議員会議で再確
認し、実践していく。
・今後もＰＴＡと連携し水曜広場や土
曜学習をさらに進めていく。
・地域の人材の積極的活用を図る。
・スポーツ21への参加を呼びかける。

・学校は、保護者や地域の要望に応えよ
うと頑張っていることが評価できる。
・本校は、「水曜学習」を先駆けてやって
きた。スポーツ２１等、様々な地域活動が
あり、充実している。
・土曜学習も充実している。理科教室や
租税教室なども特色が有った。今後も体
験活動の面も重視してほしい。
・学校改築で学習環境が大変良くなっ
た。十分に活用してほしい。
・ホームページの更新はよく行った。自然
学校の様子の同時配信はとても良かっ
た。
・３学期のオープンスクールと参観日、図
工展は素晴らしかった。土曜日は普段来
れない方も多く、大変良かった。

幼
・
小
・
中
連
携

校種間の交
流

・校種間の連携を深め情報
交換等を行う。

・幼・小の給食交流・行事交流・遊び交流
・幼尐連携委員会・PTA学力向上委員会と
の連携
・小中連携委員会・中学校夏季合同研修
・各校種間の出前授業の実施
・校内研修会への幼稚園教諭の参加

・幼小連絡委員会を月１回開催する。
・学期に１回中学校と話し合いを持つ。
・ありおか幼稚園には,学期に１回以上出前授
業を行う。
・中学校の出前授業を年１回行う。
・幼小各校園の研究会に参加する。
・幼小連携から接続へ

A

・幼小中の連携は、連携担当を中心
に、研修を行い、出前授業等良く取り
組めた。中学校とは随時話し合い、
幼稚園とは、毎月委員会を持ち、研
究会にも積極的に参加した。
・中学校は、北と南に分かれており、
同じようにするには連携が難しかっ
た。

・幼小中の話し合い時間を確保し、お
互いの研究の中にも位置づけてい
く。特に幼稚園は、同じ敷地内という
環境をさらに生かして接続をさらに深
めていく。
・中学校は、北と南に分かれており、
連携がスムーズになるように調整し
ていく。
・研究内容に幼小接続を位置づけ
る。

・核家族が増えており、交流が大切であ
る。母親にもっと地域に来て欲しい。地域
の方が孫に話すように園児や児童と交流
したい。
・中学校が北と南に半分ずつ分かれて進
学するが、両校とも同じように連携を穫れ
るようにすることが大切である。幼稚園と
はいろんな場を使って交流しており素晴
らしい。
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学校関係者評価総括
学力向上においては、教職員の研修会や研究会、スキル向上、読書指導員や図書ボランティアの活用等良く取り組んでいるが、内容をもっと地域や保護者に伝えてアピールすると良い。
朝の時間のチャレンジタイムや読書カードの活用など評価できる。PTAも水曜広場や土曜学習など力を入れており評価できる。
さらに家庭学習の時間を学校と保護者と話し合い増やしていくとさらに力が付いてくると思われる。
体力の向上も専門家からコツを聞いたり、見本を見たりすることが大切である。今後も低学年から計画的に持久走やボール投げを取り入れてほしい。
保護者からは９０％が保護者の願いに応えているなど良い評価をいただいている。ホームページの更新もよく出来ていた。
幼小中連携は、幼稚園とは良くできているが、さらに中学校と情報交換を充実させ取り組んで欲しい。

次年度に向けた重点的な改善点
「チーム有岡」として、教職員と保護者、地域が一体となって、学力向上。水曜広場や土曜学習、チャレンジタイムのさらなる充実。
興味や意欲を持たせるためのICTの活用。自分の考えを持つための問題解決学習や対話型授業のさらなる実践を広げていく。
体力向上。特に体育指導員を呼んでの体育の時間の充実。走での持久力や遊びを取り入れたボール投げ等の伸長。休み時間の充実。学校運動場の第１・３・５土曜日開放。
生徒指導。命の大切さの教育。
幼小中の接続。情報交換。同じ敷地内にあるありおか幼稚園とのさらなる共同研究。
本校の取り組みを地域や保護者への積極的な情報発信。ホームページのさらなる充実。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った


